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＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞
活動の様⼦の写真

活動場所 丸美⻘果 野菜が⼊っていた⼤量の
実施⽇程 段ボールを開いて廃棄場所へ
実施した⽣産活動・施設外就労の概要 運ぶ作業の様⼦。

野菜の袋詰め、計量、段ボール廃棄等、、
利⽤者数 等

利⽤者数1⽇１〜7⼈程度
＜⽬的＞ 地域連携活動のねらい
地域の企業で働くことによって⾃分たちの存在意義を⾒出す

地域にとってのメリット
安定した生産活動のための人材確保とそれによる地域企業の活性化 野菜を計測して

対象者にとってのメリット 袋詰めする作業の様⼦
施設外で働くことで自信が持てて、一般就労へと目標を持てる 近い距離での撮影は(利⽤者差の特性上近い
＜成果＞ 距離での撮影は出来ず）

実施した結果
利⽤者様の⼀般就労に対する意欲が⾼まった。

得られた成果
⽣産活動の結果が出て、継続した業務委託を受けることが出来た。

課題点
参加に対して羞恥⼼や⾃閉傾向の⽅もおられ拒否されてしまう利⽤者様もいらっしゃった。

連携した結果に対する意⾒または評価
一部作業を業務委託することで職員の配置が適材適所となり、業務効率が上がった。

青果の出荷数増加にともない、PROGRESSと業務連携できたことは出荷に対する安定性の維持へとつながった。

今後の連携強化に向けた課題
社員と利⽤者間での意思疎通がうまくいかない場⾯があったため、働く⽅の特性を社員に周知し理解を
深めてもらう必要があると感じた。
利⽤者の想いには個⼈差があり、そもそも地域に出たくない、⾃分の⾝近な範囲を超えたくないという
⽅もいらっしゃったため、そのような⽅への配慮もしかっり⾏っていく必要があると感じた。
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